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別表第１ 直接測定による出来形管理 

【森林整備保全事業編】 

（渓間・山腹工等） 

10.山腹工 

２.石積及びコンクリートブロック積土留工 
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規格値(mm)

の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 魚道工

ｈ＜3ｍ

ｈ≧3ｍ

ｔ1 －30

ｔ2 －30

－232－

幅(厚さ)
W、ｔ

2
 
落
石
防
護
工

1 鋼製落石防止
壁工

±50

長さ L －50
コンクリート基礎がある場合は、
10-1-1コンクリート土留工によ
る。

高さ　ｈ －30

基準高 ▽ ±50 図面の表示箇所で測定。

図面の表示箇所で測定。断面、形
状等の変化点ごとに測定する。

高さ  ｈ －50

長さ  L
L/100≦50の場合..-50以内

L/100≧200の場合..-200以内

上記以外の場合..-L/100以内

法勾配 ±0.3分

高
さ

ｈ

－50

－100

幅(厚さ)
ｗ1，ｗ2

－30

長さ   Ｌ －50

1
0

　
山
腹
工

1
 

土
留
工

1 コンクリート
土留工

基準高 ▽ ±50 図面の表示箇所で測定。断面、形
状等の変化点ごとに測定する。

2 石積及びコン
クリートブロッ
ク積土留工

基準高 ▽

幅 ｗ －30

高 さ  ｈ1，ｈ2 －30

厚 さ  ｔ1，ｔ2 －20

延 長  Ｌ －200

9
　
流
路

工

1
 
床
固

め
工

基準高　▽ ±30 施工延長40ｍにつき１ヶ所、
延長40ｍ以下のものは１施工箇所
につき２ヶ所。

工　　　種 項　　目 規格値(㎜) 測 定 基 準



    新 旧 対 照 表     

改  正  後 現  行 備 考 
 

10.山腹工 

５.筋工 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.山腹工 

５.筋工 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格値(mm)

の改正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 水路工

1 植生等の工種

1 伏工

－234－

7
 
伏
工

法
長

ｓℓ＜5ｍ －200

法長の変化点ごとに測定する。

面積で管理する場合の規格値は、
－2.0％とする。

ｓℓ≧5ｍ －4％

延　長　ℓ －200

6
 

植
生
工

長　さ  Ｌ
L/50

－100～－400

全箇所

幅(厚さ) －50 延長40mごとに1箇所の割合で測定

する。40ｍ以下の場合は2箇所と
する。

延長40mごとに1箇所の割合で測定
する。40ｍ以下の場合は2箇所と
する。

深　さ　ｈ －50

延　長　Ｌ －200

5
 
柵
工

1 柵工

  筋工
　編柵類

長　さ  Ｌ －1.5％ 全箇所

4
山
腹
水
路
工

幅　　　ｗ －100

※厚さｔ1，ｔ2 －20

※幅　　　ｗ －30

幅 ｗ1，ｗ2 －50

※高さｈ1，ｈ2 －30

1

0
　
山
腹
工

3

 
暗
渠
工

1 礫暗渠工

(水路併用)
基準高　▽ ±30 施工延長40ｍにつき１ヶ所、延長

40ｍ以下のものは１施工箇所につ
き２ヶ所。
※印は、現場打ち部分のある場合

深　さ　ｈ3 －30

延　長　 Ｌ －200

工　　　種 項　　目 規格値(㎜) 測 定 基 準

むしろ張工は100m2に１箇所の割

合で測定する。
上記未満は２箇所測定する。

重ね合せ幅 むしろ張工

3cm以上

1 水路工

1 柵工  編柵類

　筋工

1 植生等の工種

1 伏工

－234－

7
 
伏
工

法
長
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植
生
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5
 
柵
工

長　さ  Ｌ －1.5％ 全箇所

4
山
腹
水
路
工
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※厚さｔ1，ｔ2 －20
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1

0
　
山
腹
工

3

 
暗
渠
工
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